
第58回全国子ども会育成中央会議・研究大会

開催のご案内
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期 日 : 令和7年 11月 15日 (土 )～ 16日 (日 )
受付 :11月 15日 (土 )12:00～ 13:00/開 会式 :13:30～

会 場  : 賞員本城ホールシビックホール
〒860-0805 熊本県熊本市中央区桜町3番 40号
TEL  096-312-3737

受賞者を囲む会

熊本ホテルキャッスル

〒860-8565 熊本県熊本市中央区城東町4-2
丁EL  096-326-3311

分科会会場

熊本城ホール会議室

〒860-0805 熊本県熊本市中央区桜町3番40号
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テーマ

「子ども会に社会の力を結集しよう!」

～子ども会活動活性化の具体策と行動～

昨年度は南国沖縄で開催され、多くの方にご参力□いただきました。今年度
は、人の国

熊本県熊本市で開催いたします。2025年は全国子ども会連合会の60周年
の記念する大会

です。

子ども会の会員数は年々減少しており、子どもの体験活動の格差の問題等
が指摘され

ています。全国子ども会連合会では、こうした状況に対応するべく、地区推進研究会
・

全国推進部会・政策委員会等を設置し、子ども会活動の活性化や子どもの高
い水準で均

衡のある体験活動機会の確保等の方策を検討してきました。また、放課後安心
プランの

発売により、会員数減少を要因とする財政危機についても打開しつつあり
ます。とはい

え、2024年度に生まれた子どもの数は統計開始以来70万人を下回り、少子化
の進行は

年々加速しています。

こうした問題のなかで本大会のテーマを「子ども会に社会の力を結集しよう
!」 と設

定しました。子ども会と体験活動、子ども会と行政、子ども会と学校、子
ども会と交通

安全・防犯、子ども会の指導者等、子ども会と関連性の高いテーマを分科会
で検討する

ことにより、文字通り「子ども会に社会の力を結集」することをねらいます。分科会
の

テーマは、全国子ども会連合会が「子どもの体験活動による成長・子育てを支援
・推進

する議員連盟」に手交した要望書及び議員連盟から文部科学大臣・こども家庭庁担
当大

臣に手交した提言書に基づいています。

加えて、「子ども会活動活性化の具体策と行動」とサブテーマを設定しました。
これ

までの会議や要望書及び提言書の成果を参加者と共有し、更なる具体策とそれに基
づく

行動を今大会の分科会で定めることが目標となります。

「日本中の子ども達の真の成長と幸福のための子ども会」

育成者は何ができるのか、大いに語り合いましよう。

を実現していくときに、私たち
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第58回

全国子ども会育成中央会議・研究大会

プログラム

1日目 2日 目

11/15(土 ) 11/16(日 )

時間 内容 会場 時間 内容 会場

9:30 分科会

第1分科会～
第3分科会

熊本城ホール
各会議室

12100 受付

熊本城ホール
シビックホール

（
）
（
Ｖ

Ｏ
こ 昼食

アトラクシヨン 12:45-
14:00

分科会

13130 開会式

移動

14:15 熊本市長講演 ”５

０

１

●
一

４

５

全体会

熊本城ホール
シビックホール

14145 表彰式

5:4o 記思講浸

講師 田中晶子氏

15:30-
16100

開会式

16:45 終了予定

17100
影
者
撮
轡自一（つ〔

受
記

解散・移動

18: 30-
20 : 30

受賞者を囲む会・

情報交換会 熊本ホテル
キャッスル
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□11月 15日 (土 ) 第 1日目

●熊本城ホール「シビツクホール」●

■開会式・表彰式             13:30～

● 開会式

::三竃警雹[      ::詈曇言言葉
14: 15´V14:45

暉デ望杏市長書凛.………………………………………………………………
タイトル  「子ども会への市長の思い」

大西 一史 氏

● 表彰式
1。 開式の言葉

2.表彰状及び感謝状、記念品の授与
個人表彰 指導者・育成者
団体表彰 指導者組織及び育成組織、シエア・リーダー組織
奨励賞  退任された代表者へ感謝状
3.お祝いの言葉
4.謝辞
5。 閉式の言葉

● 九州地区子ども会育成研究協議会表彰式

地域の子ども会活動を長年支えてくだ

さつた方々に対し、表彰を行います。

個人は、20年以上子ども会活動に従事

し、すでに都道府県 。指定都市の連合組

織の表彰を受けている方が対象となりま

す。団体は、10年以上活動を続ける市区

町村連合組織・指導者組織等を対象とし

ます。奨励賞は、都道府県
。指定都市子

ども会連合組織の10年ごとの節目に贈呈

しています。

15:45´V16:45■記念講演

タイトリレ

「やりたい!」が生まれる場づくり:動機づけ理論で考える子ども会活
動の魅力

熊本学園大学 講師 (関西大学大学院博士課程在籍) 田 中 晶 子 氏

熊本県熊本市出身。公立高校の英語教諭、塾講師、英語講師
(フ リーランス)、 東海大学の非常勤講師を経て、現在は熊本

学園大学外国語学部英米学科講師である。また、関西大学大学
院博士課程にも在籍し、英語教育学および外国語習得を専門

としている。研究の関心は小学生児童の英語学習における親
の関与にあり、特に、親の価値観の内在化や学習動機

づけ、日

標志向性によつて学習方略の使用がどのように異なる
か注目している。

17:00´V■受賞者記念撮影
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●

:●
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受賞者を囲む会・情報交換会へご参加の方は

【熊本キャッスルホテル】へ移動  【徒歩約15分】

●熊本キヤツスルホテル 2階「キヤッスルホール」●

■受賞者を囲む会 0情報交換会 18:30´∨20:30

□11月 16日 (日 ) 第 2日 目

■分科会

●熊本城ホール会議室●

9:30´V14:00

会場は、「熊本城ホール」です。

会場設営の関係上、全て事前申込み制としております。

お申込みのない方は、分科会への参加をお受けできませんのでご注意ください。

■昼食 12:00-12:45

分科会各会場でお召し上がりください。

■全体会 14:15～

●熊本城ホールシビックホール●

■閉会式 15:30´∨

1。 開式の言葉

2。 主催者挨拶

3.感謝状贈呈

公益社団法人全国子ども会連合会より、熊本市子ども会育成協議会ヘ

感謝状を贈呈します。

4。 大会旗引継ぎ

5。 次期開催地区紹介 0挨拶

6.万歳三0昌

7.閉式の言葉
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※定員数が決まつておりますので、第2希望までご選択ください

分 科 会 (第58回 )

分科会番号 タイトル (担当) 内容 定員

一弔 1分科会
日本中の子どもの高い水準で均衡の

ある体験活動機会の確保について

高い水準で 1句衡のある体験活動の機会を

確保するために、民間団体が実施する体

験活動の支援の充実や青少年教育施設の

運営強化について、協議します。

60

第 2分科会
「子ども会」における指導者・育成者の

社会教育人材としての活用について

全国子ども会連合会が実施する地域推進

コーディネーター研修は、社会教育主事

講習の認定研修となりましたc子ども会
の育成者 。指導者が社会教育人材とし

て、10」ができるのか協議します。

60

第 3分科会
地域学校協lll活動における

「子ども会」の位置づけについて

子ども会は地 i或倶Jの活動主体として、地

1或学校協働本部の運営に中心的な役害」を

果たすことが期待されています。改め

て、地 1或学校協lll活動と子ども会の役害」

について協議します。

60

第4分科会 家庭教育支援の更なる可能性について

開催地である熊本県では、全国に先駆け

て「くまもと家庭教育支援条仮」」を制定

しました。本分科会では、その取り組み

を紹介し、家庭教育支援における子ども

会の役害」・可能性を協議します。

60

第 5分科会
こども家庭庁施策における

「子ども会」の位置づけについて

「こどもまんなか社会」の実現のため

に、こども家庭庁は様展な政策に取り

組んでいます。その政策における子ど

も会の役害」につしヽて協議します。

60

第 6分科会
都道府県・市区町村行政における

「子ども会」支援施策・体制整備

について

社会教育主事の未配置自治体の増加等の

影響から地万自治体における子ども会支

援に格差が生まれています。今一度、そ

の支援と体制の整備をするために、子ど

も会として何ができるのか協議します c

60

第7分科会
5年先を見据えた 持続可能な
子ども会活動をめざして

子ども会の現状について情報共有 し、

子ども会の意義を理解すること。その

良さを広く伝え、子ども会活動の楽 し

さを伝え、具体的な活動内容を参考に

して単位子ども会活動の活性化につな

がる分科会とするc

|

60 1

|

|

第 8分科会 総括的指導者について

今年度より全国子ども会連合会では、総

括的指導者認定研 1多を行います。そも

そも、総括的指導者とはどんな存在て

しようか?子ども会用語集等を組解き
ながら、総括的指導者とは何か理解を

深めます。

60
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書道部

糀r‐■櫨■■

アトラクシヨンのご紹介

【1lFヨ 15E](」L) 12:45ハV13: 15】

熊本市立必由館高等学校

毎年9月 に開催される熊本

県高等学校揮竃大会では団

体優勝を多数受賞し、個人に

おいても多くの生徒が上位

鸞入賞という成績を収めてい
ます。また、上位入賞者の2
名が、金九州総合文化祭に

出場しています。12月 に開催される熊本県高等学校書道展において最優秀

賞を受賞し全国総合文化祭に熊本県代表として毎年選出され、出場してい

ます。高校生向けの公募展だけでなく熊日書道展など一般の部でも多くの生

徒が入賞しています。日々の練習の中で実技力0表現力を磨き、書に向き

合つています。

必由館高等学校和太鼓部

は、2001年度末に発足し、
活動歴24年目となりました。

何の経験が無くても出来る

部を創ろうということから発

足した部で、私たち部員のほ

とんどが“初心者"です。その

初心者の私達は、初代から

受け継いできた「心をひとつ

に和」の精神の下、自分を信

じ、仲間を信じ、常に笑顔と感謝の気持ちを忘れることなく、まずは目の前にい

る先輩チームを越えることを目標に頑張つています。一打一振、心を込めて演

奏いたします。応援よろしくお願いします。

太鼓部
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会場の地図
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者を囲む会・情報交換会にて
アトラクシ∃ンのご紹介
「熊本新町獅子保存会」

熊本の文化の一つである獅子舞をご披露し

たいと思います。熊本の秋の祭りとして矢□ら

れています藤崎宮秋季例大祭に奉納させて

頂いているもので、約400有余年の歴史を
守り継承されて参りました。

昭和37年、この新町の獅子舞を大事に守り

育てるため、保存会が発足、舞等の伝承を

行つております。この獅子舞の起源は、一説

によりますと遠く平安朝に遡るとも言われて

おり、熊本城築lriを成し得ました加藤清正公の慶事の折、熊本城下の下町今の新町の町民の手で

舞われたのが始まりと伝えられています。

この獅子舞には、三通りの舞がございます。例大祭初日、飾り卸の9月 13日神前のみで舞納め

ます「天拝の舞」と「牡丹の舞」とがございます。

本日は牡丹の舞をご披露申し上げます。赤の雄獅子と黄の雌獅子が牡丹の花を中心に踊り戯

れる舞で、五穀豊穣と子孫繁栄をお祈りするものです。

豪華絢爛な獅子舞をご覧下さい。
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第58回全国子ども会育成中央会議・研究大会
く お申込み手続きについて >

①子ども会関係者、指導者 0育成者、子ども会担当の行政職員の方

所定の参力□申込書により、メールかFAXに てお住まいの都道府県・指定都市の子ども会連合組織
の事務局へお申込みください。

◎お申込み者 → 者Б道府県・指定都市の子ども会連合組織

②子ども会に所属のない方

都道府県・指定都市子ども会連合組織からお申込みのできない場合は、全国子ども会連合会
へお問い合わせください。

◎お申込み者 → 全国子ども会連合会

■参加申込み〆切 令和7年8月 29日 (金) 【必着厳守】
*上記〆切日は、名鉄観光サービス株式会社 熊本支店へのお申込み〆切日です。
*お住まいの都道府県・指定都市の子ども会連合組織ごとに独自にお申込み〆切日を設けておりま
すので、ご注意ください。

○都道府県 。指定都市の子ども会組織の関係者

○市区町村及び地域の子ども会を育成する子ども会の指導者・育成者

○都道府県 。指定都市、市区町村の子ども会担当の行政職員

○学校教育、青少年教育施設関係者

○生涯学習コース、教育学部等の大学生

○子ども会活動及び本事業の内容に興味関心のある方

※ 者5道府県・指定都市子ども会連合組織は、お取りまとめいただき名鉄観光サービス株式会社のご

案内にある参力□申込専用サイト、またはQRコードにてお申込みください。
※ 個人でのお申込みは、直接お受けできません。全国子ども会連合会へお問い合わせください。

□ 参加費  参加者 」名につき 1,000円

【お申込み・お問合せ先】(受付業務代行 )

======名鉄観光サービス株式会社 熊本支店
[全国子ども会育成中央会議 0研究大会係]==============

■参加対象者

■参加申込み先

■参加諸経費

TEL:096-354-4351 FAX:096-354-4359
〒860-0803 熊本県熊本市中央区新市街 11-18 熊本第一生命 ビルデ ィング 7階

(営業時間 )平 日 9:30～ 17:00  土・ 日・ 祝休み 担当 堀川

○ 右のQRコ ード又は全子連のホームページにアクセスし、
令和7年 10月 24日 (金)までにご回答ください。

■WEBアンケート・

レポートの回答

～燭 勇″アンクーハ・

ご口答くださι

レ√一ハ/c~
,―

0第58回全国子ども会育成中央会議・研究大会に関するお間合せは 000

公益社団法人
全国子ども会連合会

〒1120012 東京都文京区大塚61-14 全国子ども会ビル
TEL:03-5319-1741(代 ) FAX:03-5319-1744
https://www.kodomo― kai.o「 .jp/  E― mail j19you@kodomo― kai.oF.jp
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